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一般質問

多様な文化芸術の鑑賞・活動機会の提供を重点施策とする小平市文化スポーツ推進計画（一部抜粋）

策
定
さ
れ
た
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を 

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

質
問　

①
多
様
な
文
化
芸
術
の
鑑
賞・

活
動
機
会
の
提
供
を
重
点
施
策
と
し

た
背
景
と
理
由
は
。

　

②
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
１０

年
間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

市
長　

①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
検
討

委
員
会
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
身
近

に
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る

こ
と
で
、
自
然
と
文
化
芸
術
に
親
し

み
心
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
重
点
施
策
と
し
た
。

　

②
計
画
全
体
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

な
い
が
、
個
別
施
策
ご
と
Ｐ※６
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
進
捗
状
況
を
点
検
、

評
価
し
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
展
開

が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

４
年
ぶ
り
と
な
る
小
平
市
民
ま
つ
り
か
ら 

地
域
活
性
化
と
経
済
再
生
を

質
問　

①
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
今
、

市
民
ま
つ
り
を
開
催
す
る
目
的
は
。

　

②
過
去
の
課
題
か
ら
、
今
年
開
催

す
る
市
民
ま
つ
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

市
長　

①
市
民
・
各
種
団
体
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
市
民
ま
つ
り
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
市
民
意
識
と
連
帯

意
識
の
向
上
を
図
り
新
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

②
今
後
開
催
の
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
各
部
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

振
り
返
り
や
本
年
度
の
コ
ン
セ
プ
ト

等
を
話
し
合
い
、
よ
り
よ
い
市
民
ま

つ
り
開
催
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
／
市
民
ま
つ
り

か
ら
地
域
活
性
と
経
済
再
生
を

山
田
大
輔
議
員

（
政
和
会
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
を
進
め
、 

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
小
平
に

質
問　

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
施
設
を
考
え
る
上
で
、
ど
の
よ
う

な
視
点
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

　

②
地
域
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
つ
い
て
当
事
者

が
問
題
な
く
使
え
て
い
る
か
、
ど
の

よ
う
に
検
証
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
個

人
の
能
力
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
同
じ
よ
う
に
安
全
、
安
心
で
快
適

に
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

②
前
者
は
、
利
用
者
の
声
に
耳
を

傾
け
必
要
に
応
じ
改
善
を
検
討
す
る
。

教
育
長　

②
後
者
は
、
利
用
者
か
ら

意
見
を
聞
き
必
要
に
応
じ
改
善
を
検

討
す
る
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意

見
が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と 

実
感
で
き
る
市
民
参
加
と
は

質
問　

①
審
議
会
等
に
市
民
が
参
加

す
る
意
義
は
。

　

②
市
民
か
ら
は
十
分
に
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
と
の
声
が
あ
る
が

課
題
は
何
だ
と
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
地
域
の
課
題
解
決
に
当
た

り
、
開
か
れ
た
市
政
運
営
の
観
点
か

ら
直
接
的
に
市
民
の
意
見
を
聴
く
仕

組
み
の
１
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
意
見
は
可
能
な
限
り
反
映
に
努

め
て
い
る
。
引
き
続
き
新
た
な
手
法

を
含
め
工
夫
し
情
報
提
供
に
努
め
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
で
暮
ら
し
や
す
い

小
平
に
／
市
民
参
加
の
在
り
方

柴
尾
ひ
ろ
み
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

小
平
市
で
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の 

支

援

の

拡

充

を

質
問　

①
医
療
的
ケ
ア
児
の
人
数
は
。

　

②
乳
幼
児
期
の
医
療
的
ケ
ア
児
の

介
護
給
付
の
判
断
は
、
医
療
的
ケ
ア

判
定
ス
コ
ア
に
基
づ
い
て
い
る
か
。

　

③
市
内
保
育
園
で
受
け
入
れ
て
い

る
医
療
的
ケ
ア
児
の
人
数
と
課
題
は
。

市
長　

①
０
～
２
歳
児
が
８
人
、
３

～
５
歳
児
が
５
人
、
小
学
生
７
人
、

中
学
生
３
人
、高
校
生
４
人
で
あ
る
。

　

②
通
常
の
調
査
で
決
定
が
難
し
い

乳
幼
児
期
に
つ
い
て
は
、
医
療
的
ケ

ア
判
定
ス
コ
ア
の
調
査
に
お
け
る
医

師
の
判
断
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
る
。

　

③
６
月
１
日
時
点
１
人
。
看
護
師

な
ど
対
応
で
き
る
人
員
と
緊
急
時
の

連
絡
体
制
等
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

回
田
町
１８４
―
１
ほ
か
の
開
発
で
、 

市
は
市
民
の
声
に
応
え
て
い
る
か

質
問　

①
事
業
主
は
、
令
和
４
年
６

月
に
行
っ
た
周
辺
住
民
へ
の
説
明
内

容
を
市
長
に
速
や
か
に
報
告
し
た
か
。

　

②
市
は
、
事
業
主
か
ら
の
説
明
が

不
十
分
と
い
う
住
民
の
意
見
に
応
え

る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
の
か
。

市
長　

①
説
明
内
容
の
報
告
書
が
令

和
５
年
２
月
に
提
出
さ
れ
、
速
や
か

な
報
告
を
行
う
よ
う
指
導
し
た
。

　

②
施
行
規
則
に
よ
り
事
業
主
は
住

民
に
周
知
す
る
責
務
が
あ
る
が
同
意

や
承
諾
ま
で
求
め
て
い
な
い
。
不
安

な
事
柄
は
事
業
主
に
確
認
し
双
方
の

話
合
い
に
よ
る
解
決
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
の
拡
充
を
／

市
は
市
民
の
声
に
応
え
て
い
る
か

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る 

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
市
の
状
況
を
問
う

質
問　

①
カ
ー
ド
の
申
請
率
は
。

　

②
公
金
受
取
口
座
の
誤
登
録
や
マ

イ
ナ
保
険
証
へ
の
別
人
情
報
の
登
録

な
ど
、
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
は
。

　

③
認
知
症
等
で
管
理
が
難
し
く
な

っ
た
場
合
の
カ
ー
ド
の
取
扱
い
は
。

　

④
カ
ー
ド
の
今
後
３
年
間
の
更
新

見
込
み
数
は
。

市
長　

①
４
月
末
で
８５
％
で
あ
る
。

　

②
本
市
で
は
第
三
者
へ
の
誤
っ
た

ひ
も
づ
け
は
な
い
。

　

③
来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
代
理

人
に
よ
る
手
続
が
可
能
で
あ
る
。

　

④
５
年
度
７１２
件
、
６
年
度
５
千
１７

件
、７
年
度
２
万
２
百
５
件
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
お
い
し
い 

学
校
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に

質
問　

①
食
育
の
観
点
か
ら
学
校
給

食
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
。

　

②
地
場
産
農
産
物
の
栽
培
等
に
地

下
水
は
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
る
か
。

　

③
昆
虫
食
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
給
食
で
提
供
す
る
考
え
は
。

　

④
学
校
給
食
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
の
利
用
状
況
は
。

教
育
長　

①
日
々
の
配
膳
か
ら
片
づ

け
を
通
し
、
望
ま
し
い
食
習
慣
等
を

身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

市
長　

②
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
で
は
把

握
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

教
育
長　

③
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

　

④
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
ト
ラ
ブ
ル
／

安
心
・
安
全
な
お
い
し
い
学
校
給
食
を

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

東
部
地
域
か
ら
中
央
エ
リ
ア
へ
の 

交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
を

質
問　

①
東
部
地
域
か
ら
中
央
エ
リ

ア
へ
の
公
共
交
通
で
の
ア
ク
セ
ス
は

よ
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

②
東
部
地
域
か
ら
中
央
エ
リ
ア
ま

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
運
行

さ
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長　

①
鉄
道
や
都
営
バ
ス
な
ど
で

ア
ク
セ
ス
で
き
、
そ
の
鉄
道
駅
ま
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
や
民
間

の
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
た
め
、

一
定
の
利
便
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

②
鈴
木
町
ル
ー
ト
は
既
に
東
部
地

域
を
運
行
し
て
い
る
が
、
延
伸
す
る

こ
と
で
現
在
安
定
し
て
い
る
3０
分
間

隔
の
運
行
が
確
保
で
き
な
く
な
る
こ

と
か
ら
ル
ー
ト
の
確
保
は
難
し
い
。

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物 

使
用
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
た
め
に

質
問　

①
地
場
産
農
産
物
の
使
用
に

つ
い
て
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

　

②
学
校
給
食
へ
の
使
用
率
を
4０
％

ま
で
引
き
上
げ
る
場
合
の
課
題
は
。

教
育
長　

①
各
家
庭
に
配
付
す
る
献

立
表
等
に
表
示
し
て
い
る
ほ
か
、
保

護
者
試
食
会
等
で
学
校
給
食
の
特
徴

と
し
て
説
明
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

市
長　

②
利
用
頻
度
の
高
い
農
産
物

を
年
間
を
通
し
て
安
定
し
て
供
給
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
や
、
青
果
店

か
ら
の
納
入
率
が
減
少
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

東
部
地
域
か
ら
中
央
エ
リ
ア
へ
の
交
通
／

地
場
産
農
産
物
使
用
率
向
上
を

岡
田
し
ん
ぺ
い
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

続
・
小
川
駅
西
口
地
区 

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

質
問　

①
対
象
区
域
内
の
商
店
等
の

明
渡
し
が
進
み
、
周
辺
住
民
等
か
ら

日
常
生
活
の
買
い
物
が
不
便
に
な
っ

た
と
聞
く
。
移
動
式
ス
ー
パ
ー
等
の

誘
致
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

②
当
該
地
域
周
辺
に
民
間
の
自
転

車
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
る
可
能
性
は
。

市
長　

①
現
在
２
事
業
者
が
市
内
４

か
所
の
都
営
住
宅
で
移
動
ス
ー
パ
ー

で
の
販
売
を
し
て
い
る
。
同
事
業
者

に
情
報
提
供
を
行
い
、
地
元
自
治
会

と
可
能
な
範
囲
で
調
整
し
て
い
く
。

　

②
こ
の
１
年
で
、
小
川
駅
周
辺
の

民
営
自
転
車
駐
車
場
設
置
に
対
す
る

補
助
制
度
の
問
合
せ
は
１
件
あ
っ
た
。

そ
れ
以
降
具
体
的
な
相
談
は
な
く
現

時
点
で
設
置
の
可
能
性
は
示
せ
な
い
。

学
校
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

質
問　

①
学
校
に
よ
っ
て
、
朝
の
登

校
可
能
な
時
間
に
差
が
あ
る
状
況
を

整
理
し
必
要
に
応
じ
て
情
報
を
伝
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

②
給
食
費
同
様
、
教
材
費
の
口
座

振
替
等
を
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

①
登
校
時
間
は
各
校
で
設

定
し
て
い
る
。
登
校
時
間
や
時
間
割

は
、
学
校
が
年
度
当
初
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
保
護
者
に
周
知
し
て
い
る
。

　

②
５
年
度
か
ら
の
口
座
振
込
に
よ

る
徴
収
の
開
始
に
向
け
て
、
全
小
学

校
に
お
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

続
・
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
／
学
校
と
の
関
わ
り
方

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

中
倉
茂
和
議
員

（
市
議
会
れ
い
わ
新
選
組
）

空
き
家
等
対
策
及
び
低
所
得
者
や 

高
齢
者
等
へ
の
居
住
支
援
に
つ
い
て

質
問　

①
空
き
家
等
の
相
談
で
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
主
な
要
因
は
。

　

②
空
き
家
等
を
市
が
借
り
上
げ
て
、

住
ま
い
を
必
要
と
す
る
人
々
に
提
供

す
る
仕
組
み
は
あ
る
か
。

　

③
低
所
得
者
や
高
齢
者
、
障
害
者

に
対
し
て
、
市
に
よ
る
家
賃
補
助
制

度
は
あ
る
か
。

市
長　

①
相
続
、
所
有
者
の
意
思
能

力
の
欠
如
及
び
費
用
の
問
題
の
ほ
か
、

所
有
者
が
思
い
出
の
あ
る
実
家
の
処

分
に
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

り
解
決
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
要

因
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

②
現
在
の
と
こ
ろ
市
で
は
そ
の
よ

う
な
仕
組
み
は
な
く
、
今
後
も
取
り

組
む
予
定
は
な
い
。
な
お
、
離
職
な

ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
ま
た
は

失
う
お
そ
れ
の
あ
る
人
に
対
し
、
就

職
に
向
け
た
活
動
を
す
る
こ
と
な
ど

を
条
件
に
一
定
期
間
家
賃
相
当
額
を

支
給
す
る
制
度
や
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
市
が
民
間

の
ア
パ
ー
ト
を
借
り
上
げ
て
支
援
す

る
制
度
が
あ
る
。

　

③
そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
い
が
、

生
活
困
窮
者
に
つ
い
て
は
離
職
な
ど

に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
な
ど
に
、

一
定
期
間
家
賃
相
当
額
を
支
給
す
る

制
度
が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
及
び

障
害
者
に
つ
い
て
は
賃
貸
借
契
約
に

係
る
保
証
料
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

空
き
家
等
対
策
及
び
低
所
得
者
や

高
齢
者
等
へ
の
居
住
支
援
に
つ
い
て

施策

施策2 子どもが文化芸術に出会う
きっかけづくり

施策3 情報技術の効果的な活用

施策1 多様な文化芸術の鑑賞・
活動機会の提供 重点施策


